
昨
年
八
月
四
日
の
豪
雨
・
浸
水
を
踏
ま
え
、
（
写
真

上
か
ら
）
し
ら
さ
ぎ
の
里
の
調
整
池
・
西
川
の
橋
と

遊
歩
道
の
か
さ
上
げ
工
事
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
保

育
園
跡
地
の
調
整
池
工
事
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

令和５年
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役
員
会
報
告

広
報
委
員
リ
レ
ー
見
聞
録

日
吉
神
社
よ
り

ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業

西
川
付
近
・
調
整
池
か
さ
上
げ

■
五
月
十
九
日
（
金
）

福
島
町
会
館

●
町
内
会
長

暑
く
な
っ
た
と
思
え
ば
、
ま
た
温
度
が
下
が
っ
た
り
と
、

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
管
理
に
注
意
下
さ
い
。

雨
の
時
期
が
控
え
る
中
、
防
災
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
木
生
活
環
境
委
員

・
第
三
道
路
の
横
断
歩
道
・
白
線
引
き
が
完
了
。

・
七
班
西
、
側
溝
工
事
予
定
。

・
ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業
に
つ
い
て
（
詳
細
後
述
）

●
福
祉
厚
生
委
員
会

六
月
よ
り
、
見
守
り
M
A
P
作
成
予
定
。

●
広
報
委
員
会

今
号
発
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
雨
の
季
節
を
前
に
、
防
災

関
係
の
記
事
を
充
実
さ
せ
る
予
定
。
裏
面
活
用
な
ど
。

●
自
主
防
災
会

五
月
十
三
日
（
土
）
防
災
出
前
講
座
を
、
町
内
会
役
員
二
十

名
が
受
講
（
詳
細
後
述
）。
九
月
の
防
災
訓
練
に
役
立
て
た

い
。

●
防
災
委
員
会

六
月
十
八
日
（
日
）
物
見
山
運
動
公
園
で
の
消
防
大
会
に

参
加
。
毎
週
月
・
水
・
金
に
練
習
中
。
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
致
し
ま
す
。

●
神
社
係
（
各
詳
細
後
述
）

・
六
月
二
十
二
日
（
木
）
夏
越
の
祓
。

・
茅
の
輪
実
施
予
定
。

・
課
題
で
あ
っ
た
樹
木
の
伐
採
完
了
。

・
大
鳥
居
の
看
板
金
具
を
交
換
中
。
通
り
抜
け
禁
止
中
。

●
公
民
館
運
営
委
員

・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
件
（
詳
細
後
述
）。

●
議
会

・
五
月
二
十
日
（
土
）
地
元
医
師
会
と
意
見
交
換
会
実
施
。

●
町
内
会
長

・
空
き
家
増
加
問
題
。
根
上
地
区
は
平
成
三
十
年
か
ら
九

十
軒
以
上
の
増
加
。

・
誘
致
企
業
の
町
内
会
費
に
つ
い
て
。

■
公
民
館
清
掃

●
六
月
十
一
日
（
日
）
第
一
班
東
の
皆
様

●
六
月
二
十
五
日
（
日
）
第
一
班
西
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
な
ど
、
変
更
が
あ

る
場
合
は
防
災
無
線
に
て
お
知
ら
せ
を
致
し
ま

す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
六
月
十
七
日
（
土
）
第
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
四
班

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

交
代
要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

電
池
・
蛍
光
灯
は
こ
の
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

「能美市主催健康教室」

毎月第２第４火曜日

６月１３日・２７日

午前１０時～

福島町会館にて

水分持参でお越下さいませ。

変更の場合は防災無線に

てお知らせいたします。

■
「
夏
越(

な
ご
し)

の
祓(

は
ら
え)

」
に
つ
い
て

六
月
二
十
二
日
（
木
）
午
後
六
時
よ
り
「
夏
越
大
祓
式
」
を
執

り
行
い
ま
す
。

夏
越
の
祓
は
今
年
前
半
の
穢
れ
を
祓
っ
て
無
事
に
過
ご

せ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
後
半
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈

る
神
事
で
す
。
参
拝
の
方
法
は
形
代
（
か
た
し
ろ
）
と
い
う

「
人
形
（
ひ
と
が
た
）」
に
名
前
を
書
き
、
息
を
吹
き
か
け
罪

や
穢
れ
を
封
じ
込
め
て
神
社
に
納
め
て
下
さ
い
。
大
祓
式

に
お
い
て
祓
を
行
い
清
め
ま
す
。

「
人
形
」
は
後
日
班
長
が

各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

家
族
全
員
の
名
前
を
書
き
班

長
に
渡
し
て
下
さ
い
。

お
祓
い
料
は
五
百
円
で
す
。

■
「
茅(

ち)

の
輪(

わ)

く
ぐ
り
」
に
つ
い
て

「
茅
の
輪
」
は
六
月
十
八
日
（
日
）
に
境
内
に
設
置
予
定
で
す
。

神
社
参
拝
の
折
に
茅
の
輪
く
ぐ
り
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

茅
（
か
や
）
の
状
態
に
よ
っ
て
は
作
成
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
茅
の
輪
」
に
く
ぐ
り
方
を
下
げ
て
お
き
ま
す
。

「
茅
の
輪
」
は
七
月
二
日
ま
で
設
置
し
ま
す
の
で

無
病
息
災
の
お
祈
り
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

■
樹
木
伐
採

五
月
二
日
に
、
神
社
境
内
北
側
の
樹
木
の
枝
打
ち
、
お
よ

び
参
道
大
鳥
居
横
の
松
の
木
の
芯
止
め
、
枝
打
ち
を
は
せ

が
わ
林
業
さ
ん
に
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
大
鳥
居
の
金
具
取
替
中

神
社
大
鳥
居
の
額
受
金
具
が
痛
ん
で
い
た
の
で
取
替
中

で
す
。
し
ば
ら
く
足
場
が
組
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
施
工
完

了
ま
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
令
和
五
年
度
「厄
年
」に
つ
い
て

日
吉
神
社
で
は
過
去
の
資
料
か
ら
、
毎
年
七
月
頃
に
分
か
る
範

囲
で
【
今
年
度
の
厄
年
】
の
方
に
案
内
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
す

べ
て
の
方
に
案
内
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
該
当
さ
れ
る
方
や
ご
家
族
の
方
は
、
同
級
の
方
や
近
所
の

方
で
同
年
の
人
が
い
た
ら
情
報
共
有
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
九
厄
（女
性
の
方
）

平
成
十
七
年
四
月
～
平
成
十
八
年
三
月
生

五
五
賀
（男
性
の
方
）

平
成
十
二
年
四
月
～
平
成
十
三
年
三
月
生

初
老

（男
性
の
方
）

昭
和
五
十
八
年
四
月
～
昭
和
五
十
九
年
三
月
生

還
暦

（男
性
の
方
）

昭
和
三
十
八
年
四
月
～
昭
和
三
十
九
年
三
月
生

厄
年
は
通
常
数
え
年
で
行
い
ま
す
が
、
近
年
は
満
年
齢
で
行
う

人
も
い
ま
す
。

日
吉
神
社
で
は
昔
か
ら
学
年
別
で
お
詣
り
を
し
て
い
ま
す
。

大 祓 式

書
き
方
の
一
例

（
名
前
）
年
齢

（
姓

）

（
名
前
）
年
齢

（
名
前
）
年
齢

■
い
き
い
き
サ
ロ
ン

「
か
が
や
き
姉
妹
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
」

・
六
月
二
十
日
（
火
）
午
前
十
時
～
一
時
間

・
福
島
町
会
館

・
申
込
み
締
め
切
り
六
月
六
日
（
火
）

女
性
役
員
ま
で

・
会
費
三
〇
〇
円
（
申
込
み
時
）

・
終
了
後
に
弁
当
配
布

・
欠
席
の
場
合
三
日
前
ま
で
要
連
絡

■
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
予
定
）

・
六
月
九
日
（
金
）

・
根
上
翠
ケ
丘
周
辺

＊
老
人
会
根
上
支
部
主
催

■
六
月
十
一
日
（
日
）
午
前
七
時
頃
～

五
班
に
分
か
れ
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
、
家
庭
菜
園
、
洗
濯
物
な
ど
配
慮
を
致
し
ま
す
が
、

何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
声
が
け
下
さ
い
ま
せ
。

本
年
も
ご
協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

五
月
十
三
日
（
土
）
、
能
美
市
総
務
部
危
機
管
理
課
木

津
課
長
に
福
島
町
会
館
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
町
内

会
役
員
二
十
名
が
受
講
致
し
ま
し
た
。
雨
季
の
前
に
、

防
災
へ
の
心
構
え
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

能
美
市
木
津
課
長

●
保
存
版
●
有
事
の
際
の
車
両
避
難
場
所
を
ご
確

認
下
さ
い
。
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
。

防
災
出
前
講
座
受
講

■

U

F

O

の
気
持
ち
に
な
っ
て
■

二
十
三
班

渡
辺
正
幸

U

F

O
（
ユ
ー
エ
フ
オ
ー
・
未
確
認
飛
行
物
体
）
で
、

石
川
県
羽
咋
市
が
町
お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
事
は
、

周
知
の
事
実
で
す
。
気
多
大
社
の
横
に
あ
り
ま
す
正

覚
院
に
、
「
そ
う
は
ち
ぼ
ん
と
呼
ば
れ
る
光
の
玉
が
、

鳥
屋
比
古
神
社
（
鹿
島
郡
）
か
ら
、
毎
夜
、
気
多
大
社

に
向
か
っ
て
飛
ん
だ
」
と
記
さ
れ
た
古
文
書
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
理
由
で
す
。

で
、
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
羽
咋
歴
史
民
俗
資

料
館
の
学
芸
員
中
野
知
幸
さ
ん
を
訪
ね
（
写
真
）
、
右

記
の
点
を
確
認
。
「
羽
咋
市
誌
」
の
関
係
ペ
ー
ジ
の
コ

ピ
ー
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
羽
咋
市
内
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ

ラ
ー
メ
ン
を
食
し
、
一
路
鹿
島
郡
の
鳥
屋
比
古
神
社

へ
（
写
真
）。
そ
し
て
「
そ
う
は
ち
ぼ
ん
」
の
気
持
ち
に

な
っ
て
、
気
多
大
社
横
の
正
覚
院
（
写
真
）
ま
で
足
を

延
ば
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
古
文
書
は
非
公
開

で
す
。

楽
し
く
美
味
し
い

か
み
さ
ん
と
の

旅
で
し
た
。
皆
様
も

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

鳥屋比古神社

（上）正覚院

（左）学芸員

中野知幸さんと

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

五
月
二
十
一
日
（
日
）
快
晴
の
中
、
四
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
午
前
だ
け
の
開
催
で
し
た
が
、
そ

れ
は
そ
れ
で
引
き
締
ま
っ
た
良
い
大
会
で
し
た
。
写

真
は
福
島
町
選
手
の
雄
姿
で
す
。


